
(1)　(i)　△ABC において，正弦定理により　　
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　(ii)　△ABC の面積が最大になるのは，右の図のように

　　直線 CD が C，O，D の順になるときである。

　　このとき，AD=3，AO=5 であるから，△OAD に

　　おいて，三平方の定理により
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(2)　△PQR において，余弦定理により
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　次に，球 S の中心を O とする。

　三角錐 TPQR の体積が最大になるのは，右の図のように

　直線 TH が T，O，H の順になるときである。

　直角三角形 OPH，OQH，ORH は OP=OQ=OR=5 で

　あり，OH は共通であるから合同である。

　よって　　PH=QH=RH　0 1
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　△PQR において，PH は外接円の半径であるから
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　△OPH において，三平方の定理により
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　よって，三角錐 TPQR の体積は
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